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老人クラブ広報紙　すこやか老友
Vol.

　日頃は、富田林市老人クラブ連合会の諸活
動にご尽力いただき厚くお礼申し上げます。
　例年になく雨量の多い梅雨が続き、その上、
コロナ、コロナに悩む毎日です。ＳＣ富田林
の総会も書面決議とさせていただき、令和 2
年の活動もほとんどが中止になりました。会
員の皆様には、3密や、自粛の言葉連続のな
か、不自由な日々をお暮らしのことでしょう。
1日も早く平素のＳＣ富田林の活動ができる
よう待ち遠しいばかりです。
　皆様も御存知の通り、少子高齢化が進む一
方で、クラブ会員数が減少しており、また、
単位会長の後継者が無く解散を余儀なくされ
るクラブが増えつつ有ります。そのため「会
員が一人一人の友達に、クラブ入会の声かけ
プラスワン友だち入会作戦」を進めています。
また、会員増強運動の一環で、協賛店の特典
を受けることができる、会員優待制度の実施
に向け、現在準備をしています。
　このような未曽有の不況に陥りましたが、
1日も早くＳＣ富田林の活動が前向きに明る
く楽しく充実した展開を迎えることができま
すよう、皆様の御理解と御協力をよろしくお
願い致します。
　入って良かったＳＣ富田林！ 住んでいて
良かった富田林市！

ごあいさつ
富田林市老人クラブ連合会

会長 渡邉ヒロミ

　

令
和
2
年
度
富
田
林
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
を
4
月
23

日
に
開
催
す
る
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
会
館
の

休
館
及
び
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
、
や
む
を
得
ず
、
総
会
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
の
火
を
止
め
ず
、
コ

ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
た
時
に
、

ス
ム
ー
ズ
に
会
が
運
営
で
き
る

よ
う
に
と
考
え
、
今
年
度
は
書

面
決
議
で
次
の
議
案
の
審
議
を

し
て
い
た
だ
き
、
全
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

⑴
２
０
１
９
年
度
事
業
報
告

⑵
２
０
１
９
年
度
決
算
報
告

⑶
令
和
２
年
度
役
員
改
選（
案
）

⑷
令
和
２
年
度
事
業
計
画（
案
）

⑸
令
和
２
年
度
予
算（
案
）

　

理
事
・
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会

長
様
に
は
、
充
分
な
説
明
も
で

き
な
い
ま
ま
、
ご
審
議
い
た
だ

く
形
と
な
り
、
大
変
申
し
訳
な

く
思
う
と
同
時
に
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

府
老
連
活
動
へ
の
参
画
に
つ

い
て
は
、
2
月
理
事
会
で
承
認

さ
れ
た
通
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
新
規
事

業
、
今
後
の
市
老
連
活
動
が
更

に
発
展
す
る
よ
う
な
取
組
み
を

検
討
し
、随
時
理
事
会
で
報
告
、

次
年
度
以
降
の
府
老
連
の
加
入

継
続
を
判
断
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
本
部
役
員

の
交
代
が
あ
り
、

会
長
　
　
渡
邉
ヒ
ロ
ミ

副
会
長
　
中
西
　
靖
人

　
　
　
　
山
口
　
完
内

会
計
　
　
谷
　
　
敬
子
★
新
役
員

監
事
　
　
田
中
　
優
子

　
　
　
　
山
本
　
俊
雄
★
新
役
員

の
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
加
入
促
進
の
た
め
の
新

規
事
業
「
Ｓ
Ｃ
富
田
林
ク
ラ
ブ

カ
ー
ド
の
発
行
」に
つ
い
て
は
、

当
初
計
画
よ
り
、
準
備
に
時
間

を
要
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度

中
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
、も
う
し
ば
ら
く
の
間
、

楽
し
み
に
お
待
ち
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、皆
様
の
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
は
書
面
決
議
で

令
和
2
年
度 

富
田
林
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

新
規
事
業
も
準
備
中

私たちは、富田林市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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新型コロナウイルスと老人憩いの家の運営
　令和２年を迎えた２月末、今まで聞いたことも
無い新語（新型コロナウイルス）がテレビ・ラジ
オから毎日・毎時間聞こえてくる様子に、何か変
だなーと感じていた。
　実は小生、2 回目の金剛東憩いの家（藤寿荘）

運営委員会の委員長に 4 月 1 日から就任する事になっていた。3 月に
なる日、前委員長（藤敬会）丸二委員長から電話を頂いた。なんと藤寿
荘を 3 月末日まで市役所健康推進部高齢介護課の指示あるまで閉鎖し
てほしいとの指示であった。3 月に予定されていた令和元年度最後の運
営委員会も中止、4 月 4 日～ 5 日のお花見会も中止。単位クラブの総
会も書面審査に変更等々、今までに経験した事のない事態に四苦八苦す
る事態となった。
　その後、臨時休館は 4 月末まで延長となり、さらに 5 月末、6 月 16
日と臨時休館は延長された。
　普段、毎日のようにヘルストロン治療を楽しみに来館してくる人、そ
れぞれの所属するクラブ活動を楽しみにしている会員からは、何時開館
するのか？ の問い合わせが、日に日に多くなり、市役所高齢介護課と
話をする機会が増えていったが、明確な時期は最後まで示されなかった。
　やっと今は昔のプログラムに添ったクラブ活動も復活し、ヘルストロ
ンの利用もできるようになり、ほっとしている。
　施設の管理・運営に携わる立場として１日も早くコロナが収まる事を
願うと共に、今は藤寿荘から感染者が出ない事を願ってやまない。　

副会長
中西　靖人
（みのり会）

　この度、市老連役員の一員として、参加させて
頂くことになりました。よろしくお願い致します。
　今、私たちを取り巻く環境は、本格的な少子高
齢化や、核家族が進行し、独居の高齢者が増加す
る中、地域では、人と人との絆が、希薄化してい

ます。独居高齢者の孤独死予防など、見守り支援の取り組みをより一層
充実させていくことが必要です。
　また、今、日本では、世界でも有数の長寿国として知られております。
人生 100 年時代の到来とも言われておりますが、重要なのは、健康寿
命を延ばすため、健康寿命増進事業のより一層の展開が望まれます。
　新型コロナウイルスにより、各種の活動が中止、または縮小となり停
滞しております。
　終息の見通しが不透明の中、感染予防を図りながら、皆様と一緒に頑
張っていきたく思います。

監事
山本　俊雄
（南甲田南寿会）

　老人会の三大活動目標『健康・友愛（支え合い）・
奉仕（町づくり）』、日頃この活動に会員の皆さん
積極的に参加していただき、誠にありがとうござ
います。
　しかし、残念ながら令和 2 年 1 月から新型コ
ロナウイルス感染の問題から、それぞれの活動に

3 密（密集、密閉、密接）を問われ、活動する場所会場、参加人数まで
制限され、毎年楽しく行っていたカラオケ大会、ウォークラリーなどの
各イベントが開催できない状態。誠に残念に思っております。新型コロ
ナウイルス感染がいつ収まるか、今は誰も予測ができませんが、皆さん
互いに協力し合って身を守りましょう。ご自愛ください。

副会長
山口　完内
（旭クラブ老人会）

　2020 年、新たな年度を迎えた 4 月、新型コロ
ナウイルスにより緊急事態宣言が発令され、すべ
ての行事が中止になり、例年でしたらカラオケ大
会から始まりいろいろな行事が計画されるのです
が、いずれも中止せざるをえなくなりました。徐々
に活動が再開してきておりますが、感染拡大の可

能性は続いております。
　そんな中、令和２年度の会計をお受けさせていただくことになりまし
た。微力ですが、精いっぱいつとめさせていただく所存です。
　ＳＣ富田林に入ってたくさんの人と楽しく過ごし、元気になれる場に
積極的に参加したいと思っていただけるよう目指すことが、大切だなと
思います。高齢者の健康保持にどんなにかプラス効果を生むか！ 社会
参加をしている高齢者は、していない高齢者に比べて要介護リスクが低
い！ というデータを見ました。
　また、会員増強には魅力がある活動を計画していかねばなりません。
女性の視点、発想を積極的に「女性の力！」も取り入れて頑張らねばと
思います。女性部会員としっかり話し合って、理事・若手委員会・単位
老人クラブの皆様と協力し、健康寿命を延ばし、生きがいある生活、参
加しやすい場づくりを目標にしてまいります。どうぞ皆様方のご支援、
ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

会計
谷　敬子
（鶴寿会）

　「寿美ヶ丘の輪を広げよう！ 深めよう！」と地
域での活動を地区福祉委員会と共にいろいろ取り
組んで 16 年。向こう三軒両隣りのお付き合いを
越えた相互扶助の活動が根付いた。週に一度は集
会所に集いあふれる笑顔でのお喋り。病いがあっ
ても声かけ合って活動的な生活をし支え合ってい

た。ところが新型コロナウイルス感染拡大予防のため、活動自粛。お知
らせ（広報紙）で散歩や生活不活発病予防の運動を紹介しても「1 人で
はつまらない、続かない」との声が―。先の見えない毎日。「新しい生
活様式（厚生労働省）」を参考にどう工夫すれば、再び集うことが出来
るのかを役員一同模索中である。みんな待っててね。

監事
田中　優子
（寿美ヶ丘すみれ会）

令和 2年度 SC富田林
～ 本部役員からのごあいさつ ～

私たちは、富田林市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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山口　完内
（旭クラブ老人会）

櫻井　義夫
（若松町1丁目さつき会）

黒澤　辰夫
（老春会）

岡田　式夫
（喜志新家町老人クラブ）

岡　　健三
（清楽会）

平野セツ子
（甲友会〈甲南町〉）

山本　俊雄
（南甲田南寿会）

布川　晴子
（富友会）

木澤　善英
（錦寿クラブ）

中村　能也
（寿栄会）

渡邉ヒロミ
（南寿会）

遠山　孝子
（板持住宅老人クラブ）

大山　　豊
（嬉桜ヶ丘クラブ）

田中　範一
（錦寿いきいきクラブ）

芝本　文雄
（伏山老人クラブ）

尾崎　　弘
（五軒家松葉会）

中島　峰一
（加太三友会）

中西　靖人
（みのり会）

坂田　博司
（高辺台1丁目老人クラブ）

美馬　　正
（寺池南クラブ）

古谷　正行
（金剛第２住宅老人クラブ〈わらびの会〉）

藤田　洋一
（山手町星寿会）

西埜　壽夫
（佐備老人クラブ）

田中　優子
（寿美ヶ丘すみれ会）

南野　　保
（嬉老人会）

吉田美代子
（梅の里友の会）

森元　友数
（錦寿いきいきクラブ）

北井美智子
（錦寿いきいきクラブ）

谷　　敬子
（鶴寿会）

山辺　康子
（山中田松寿会）

山崎　教信
（リベラスクラブ）

喜志 喜志

喜志 喜志

新堂 新堂 富田林

富田林 富田林 富田林 川西 川西

青葉青葉 彼方 彼方

彼方

大伴

大伴

大伴

東条 東条 金剛西 金剛西 金剛西 金剛東

金剛東

副会長

会　長

副会長

女性部長／会計女性部副部長

監　事

監　事

女性部書記 若手副委員長 若手副委員長 若手委員長

令
和
２
年
度

本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

Ｓ
Ｃ
富
田
林

役
員
・
理
事
紹
介

役
員
・
理
事
紹
介

役
員
・
理
事
紹
介

役
員
・
理
事
紹
介

理事会風景

一致団結して
頑張ります

私たちは、富田林市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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～長寿お祝い品づくりの様子～

【材料】
◦表布(17㎝×30㎝) 
◦裏布(17㎝×30㎝) 
◦ キルト綿(17㎝×30㎝) 
 （お好みで入れる）
◦ゴム 50㎝

周囲に縫い代1㎝
（ゴム通し部分2㎝）を
つけています。

ぬ
い
し
ろ（
2
㎝
）

ぬ
い
し
ろ

ぬ
い
し
ろ

あご側
◎

★
鼻側

★
鼻側

あご側
◎

出来上がり線

表布
（うら）

表布
（うら）

表布
（うら）

表布
（うら）

表布
（うら）

裏布
（おもて）

表布
（うら）

表布
（おもて）

裏布

作り方

　女性部員が手作りマスクをプレゼントしてくれたこと
をきっかけに、毎年、敬老月間に 95歳の会員様へお渡
ししている長寿お祝い品でも、手作りマスクを送ろう！
ということになりました。

　皆でアイデアを出し合い、9月か
らのお渡しに向け、女性部一同心を
込めて作製しています。〈実物大型紙〉

ということになりました。ということになりました。

手縫いの作り方ですが、ミシンでもお作りいただけます。

　皆でアイデアを出し合い、9月か

私たちは、富田林市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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市
老
連
若
手
委
員
会
は
、

現
在
11
名
の
メ
ン
バ
ー
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
委
員
長
・
副

委
員
長
の
交
代
が
あ
り
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

新
た
に
、
委
員
長
・
南
野

保
、
副
委
員
長
・
森
元
友
数

が
就
任
し
、
現
行
の
副
委
員

長
・
吉
田
美
代
子
は
継
続
す

る
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
新
た
な
体
制
で
ス

タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
ご

承
知
の
と
お
り
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
富
田
林
市
老
人

ク
ラ
ブ
全
体
の
各
種

事
業
が
中
止
ま
た
は

縮
小
に
な
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

　

若
手
委
員
会
が
主
体
と
な

っ
て
実
施
す
る
事
業
と
し
て

は
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
体

力
測
定
会
が
あ
り
、
両
方
実

施
す
る
方
向
で
検
討
し
て
き

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
３
密

（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
対

策
で
会
場
の
人
数
制
限
が
あ

り
、
現
状
で
は
体
力
測
定
会

の
み
実
施
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

体
力
測
定
会
は
11
月
に
開

催
予
定
で
、
追
っ
て
ご
案
内

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

数
少
な
い
市
老
連
事
業
を

盛
り
上
げ
、
コ
ロ
ナ
対
策
を

し
っ
か
り
守
り
な
が
ら
参
加

者
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
準
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
市
老
連
の
大
き
な

テ
ー
マ
は
「
健
康
寿
命
を
延

ば
す
」
こ
と
で
あ
り
、
併
せ

て
「
会
員
の
加
入
促
進
」
も

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

若
手
委
員
会
と
し
て
は
、

本
年
度
に
実
施
さ
れ
る
市
老

連
事
業
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し

て
、
ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
沈
静
化
し
た
後
の
正
常

な
事
業
（
た
ぶ
ん
来
年
度
以

降
）
に
参
画
す
る
と
共
に
、

毎
月
の
若
手
委
員
会
会
議
に

お
い
て
は
、
会
員
の
加
入

促
進
・
健
康
づ
く
り

に
寄
与
で
き
る
新
企

画
を
若
手
委
員
メ
ン

バ
ー
と
共
に
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
そ

の
内
容
は
、
老
人
会

の
会
員
で
な
い
ひ
と

が
、
入
会
ま
た
は
参

加
し
て
み
た
い
と
思

わ
れ
る
よ
う
な
魅
力

あ
る
企
画
を
目
標
と

し
て
考
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
Ｓ
Ｃ
富

田
林
の
活
性
化
の
一

助
と
な
る
よ
う
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
富
田
林
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
略
し
て

市
老
連
の
若
手
委
員
会
の
副

委
員
長
を
務
め
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
一
生
懸
命
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
予
防
の
た
め
、
市
老
連

も
活
動
を
控
え
る
状
態
が
続

い
て
お
り
ま
す
が
、３
密「
密

閉
、
密
集
、
密
接
」
を
考
え

た
時
、
仕
方
が
無
い
と
思
い

ま
す
。
錦
寿
い
き
い
き
ク
ラ

ブ
も
一
部
を
除
き
ほ
と
ん
ど

の
活
動
を
中
止
し
て
お
り
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
は
ご
理

解
、
ご
協
力
の
程
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
最
近
、
金

剛
登
山
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
予
防
の
た

め
団
体
行
動
は
で
き
な
い

の
で
、
一
人
出
か
け
て
登

っ
て
い
ま
す
。
約
50
年

ぶ
り
で
す
。
金
剛
登
山
回
数

表
を
購
入
し
て
回
数
を
重
ね

て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
歩
く

の
が
好
き
で
、
近
く
の
公
園

を
よ
く
歩
い
て
い
る
と
は
言

え
、
は
っ
き
り
言
っ
て
金
剛

登
山
は
少
し
き
つ
い
で
す
。

何
度
か
足
を
止
め
、
水
分
補

給
を
行
い
な
が
ら
一
時
間
程

か
け
て
登
り
ま
す
。
少
し
ペ

ー
ス
が
早
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
マ
イ
ペ
ー
ス
で
登
っ
て

い
ま
す
。
登
り
切
っ
た
時
は

達
成
感
が
あ
り
ま
す
。
頂
上

か
ら
の
景
色
は
壮
大
で
す
。

天
気
が
良
け
れ
ば
真
下
に
Ｐ

Ｌ
の
塔
、
ま
た
、
あ
べ
の
ハ

ル
カ
ス
も
見
え
ま
す
。
こ
れ

を
機
会
に
今
後
も
植
物
観
察

な
ど
も
楽
し
み
な
が
ら
、
金

剛
登
山
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
一
日
も
早
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
終
息
と
会
員
皆
様
の
ご
健

康
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

南野　保若手委員長

森元友数錦寿いきいきクラブ
若手副委員長

私たちは、富田林市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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㈠
雨
、
雨
、
雨

　
岬
に
降
る
雨

　
岸
辺
に
水
し
ぶ
き

　
車
窓
に
ぶ
つ
か
る
雨

　
目
の
前
の
島
々
に
、
小
さ
な
漁
船
に
も

　
道
は
悪
い
　
車
　
小
さ
な
車
が
大
き
く
ゆ
れ
る

㈡
い
つ
か
来
た
　
大
川
峠

　
や
っ
ぱ
り
こ
こ
に
も
雨
が
降
る

　
時
々
強
い
風
が
　
木
々
を
ゆ
す
る

　
し
か
し
　
若
葉
は
び
く
と
も
せ
ず

　
ま
す
ま
す
色
あ
ざ
や
か
に
生
々
と

　
こ
こ
ま
で
来
て
良
か
っ
た

　
若
葉
の
緑
に
　
そ
し
て
も
う
一
つ
の
ミ
ド
リ
に

　
　
心
を
ひ
か
れ
た
こ
と
が
…

　
と
ん
び
が
舞
い
上
が
っ
た
　
二
羽
　
三
羽

㈢
風
　
風
　
風
…
…

　
天
守
閣
に
　
お
堀
ば
た
の
柳
に

　
二
人
は
吹
き
と
ば
れ
そ
う
だ

　
そ
っ
と
　
握
り
あ
っ
た
手
と
手

　
あ
り
が
と
う
…
…

　
お
堀
に
浮
ん
だ
白
鳥
よ
　
さ
よ
う
な
ら

　
雨
風
に
　
た
た
か
れ
た
一
日
だ
っ
た
が

　
良
き
思
い
出
を
残
し
て
く
れ
た

　
ほ
ん
と
う
に
こ
こ
ま
で
来
て
良
か
っ
た

　
雨
や
風
　
そ
し
て
ミ
ド
リ
に
感
謝
す
る

　

55
年
前
見
合
い
後
、
そ
の
3
日

後
私
の
元
に
届
い
た
今
は
亡
き
夫

の
「
迷
文
」
と
書
か
れ
た
手
紙
。

電
話
も
な
い
、
も
ち
ろ
ん
ス
マ
ホ

な
ど
、
文
通
だ
け
が
押
し
入
れ
の

隅
に
、
赤
茶
に
変
色
し
た
箱
が
出

て
き
た
。
結
婚
1
週
間
前
ま
で
の

手
紙
の
束
が
。

　

生
真
面
目
で
仕
事
大
好
き
な
夫

「
最
初
で
最
後
」
の
迷
文
に
、
私

は
何
も
覚
え
て
な
く
「
ご
め
ん
な

さ
い
」。
今
は
一
人
暮
ら
し
、
子

ど
も
た
ち
が
帰
省
す
る
と
、
い
つ

も
夫
の
こ
と
が
話
題
で
、
涙
し
笑

い
な
が
ら
盛
り
上
が
っ
て
「
曲
が

っ
た
こ
と
嫌
い
、
厳
し
く
怖
か
っ

た
な
」。
で
も
、「
家
族
大
好
き
、

い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
い
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
っ
た
」「
今
自
分
た

ち
が
、
こ
れ
ま
で
こ
れ
た
の
は
、

オ
ト
ン
の
お
蔭
、
今
で
も
尊
敬
し

て
る
し
感
謝
も
」
と
、
3
人
と
も

頷
く
。

　
「
オ
ト
ン
が
こ
ん
な
迷
文
書
い

た
と
信
じ
ら
れ
ず
若
か
っ
た
な

ー
」、「
オ
カ
ン
の
一
番
の
宝
物
か

な
」
と
。 

「
一
番
貴
方
た
ち
、
二

番
目
か
な
？
」
⋮
、「
私
が
パ
パ

の
元
に
行
く
時
に
は
、
頼
む
ね
」

と
⋮
。「
心
配
せ
ん
で
も
分
か
っ

て
る
。
大
事
に
持
っ
て
て
や
」と
。

上
か
ら
「
ま
た
ア
ホ
な
こ
と
ば
っ

か
り
」と
笑
っ
て
見
て
る
か
な
⋮
。

　

姉
弟
仲
良
し
だ
か
ら
心
配
な

し
。
私
も
幸
せ
。

南　

ミ
ド
リ

佐
備
老
人
ク
ラ
ブ

5
月
３
日
の
思
い
出

〇 キャッシュカードを
「預かります」又は「交
換します」

〇 手続きに必要なので暗証
番号を教えて下さい

〇 医療費（保険料）の過
払いがありますので返
金します

〇 今すぐに ATM へ行っ
て手続きをして下さい

〇 風邪をひいたので声が
おかしい

〇 携帯電話の番号が変
わった

〇 今、取りに行く事が出来
ないので、代わりの者に
お金を取りに行かせる

〇 有料情報サイトの未納
料金が発生しています

〇 コンビニで「電子マ
ネー」を購入し、その
裏面に記載されている

「番号」を教えてくだ
さい

※ このような不審な電話があれば家族や警察等
に「相談・確認」してください！
　（富田林警察署 ☎ 0721-25-1234）

私たちは、富田林市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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週
に
2
～
3
回
ズ
タ
袋
を
肩

に
掛
け
て
彼
女
が
や
っ
て
く

る
。
坂
を
登
り
切
っ
た
所
で
一

息
付
く
と
、
ま
た
ゆ
っ
く
り
と

足
を
進
め
て
我
が
家
の
台
所

へ
、
定
位
の
椅
子
に
腰
を
下
ろ

す
と
足
元
へ
ズ
タ
袋
を
＂
ス
ト

ン
＂
と
置
き
、
ハ
ァ
ー
と
言
っ

て
ニ
ッ
コ
リ
と
笑
う
。
そ
ん
な

彼
女
の
笑
顔
に
私
の
心
が
ほ
ん

わ
か
あ
～
と
な
る
。

　

昭
和
36
年
（
自
称
）
九
州
生

ま
れ
の
可
愛
い
子
ち
ゃ
ん
と
大

阪
生
ま
れ
の
別
嬪
さ
ん
が
河
内

の
地
で
初
め
て
出
会
っ
た
。
当

時
二
人
が
住
み
込
み
で
働
い
て

い
た
職
場
が
近
か
っ
た
の
で

時
々
出
会
っ
て
い
る
う
ち
に
少

し
言
葉
も
交
わ
す
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
そ
し
て
2
年
、
別
嬪

さ
ん
は
大
恋
愛
の
末
（
め
で
た

く
？
）
結
婚
、
そ
の
後
は
彼
女

に
会
う
こ
と
も
な
く
、
唯
々
嫁

と
し
て
の
修
業
を
積
み
な
が
ら

1
年
半
、
突
然
そ
れ
は
や
っ
て

き
た
。
遠
く
離
れ
た
村
へ
嫁
い

だ
私
と
同
じ
村
の
同
じ
町
内
へ

九
州
の
可
愛
い
子
ち
ゃ
ん
が
嫁

い
で
き
た
で
は
な
い
か
⋮
。
そ

れ
も
主
人
と
同
級
生
で
あ
る
隣

の
長
男
さ
ん
に
で
あ
る
。
こ
れ

を
「
摩
訶
不
思
議
」
と
言
わ
ず

し
て
な
ん
と
言
え
ば
良
い
も
の

か
？
（
ち
な
み
に
お
見
合
い
だ

と
か
⋮
）。
そ
れ
が
ど
う
か
し

た
⋮
？ 

そ
う
、
こ
の
再
会
は
、

こ
の
彼
女
は
宇
宙
の
偉
大
な
力

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
我
が

生
涯
に
関
わ
る
大
切
な
宇
宙
人

か
も
し
れ
な
い
？
（
少
し
や
か

ま
し
い
宇
宙
人
だ
け
ど
⋮
）。

当
日
の
こ
と
は
あ
ま
り
定
か
で

は
な
い
が
、
彼
女
の
驚
き
と
少

し
の
安
堵
の
交
ざ
っ
た
大
き
な

瞳
だ
け
は
今
も
私
の
大
切
な
思

い
出
の
中
に
あ
る
。
奇
し
く
も

隣
り
合
わ
せ
に
な
っ
た
若
き
嫁

た
ち
も
、
今
で
は
色
香
を
擦
り

減
ら
し
て
し
ま
い
、
せ
っ
せ
と

小
皺
を
重
ね
た
だ
け
の
姥
桜
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

彼
女
は
今
の
私
に
と
っ
て
ど

ん
な
存
在
な
の
か
少
う
し
考
え

て
み
た
。「
友
人
」
と
は
、
類

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
何

も
で
き
ず
、
健
康
食
品
の
会
場

に
朝
か
ら
夕
方
ま
で
通
い
、
催

眠
商
法
に
か
か
っ
た
の
か
買
い

す
ぎ
て
お
金
も
使
い
す
ぎ
て
配

っ
た
も
の
だ
。健
康
の
店
に「
一

期
一
会
」
と
あ
り
ま
し
た
。
営

業
の
勤
務
を
し
て
い
た
時
、
社

長
さ
ん
た
ち
に
「
座
右
の
銘
」

を
書
い
て
い
た
だ
き
額
に
入
れ

て
渡
し
て
ま
し
た
。「
七
転
八

起
」「
苦
あ
れ
ば
楽
あ
り
」「
努

力
」「
千
載
一
遇
」「
一
期
一
会
」

等
、
他
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

し
た
。

　

最
近
読
ん
だ
本
で
「
あ
り

が
と
う
」
の
魔
法
と
い
う
題

で
感
動
し
ま
し
た
。「
あ
り
が

と
う
」、
英
語
で
い
う
と
「
サ

ン
キ
ュ
ー
」、
フ
ラ
ン
ス
語
で

「
メ
ル
シ
ー
」、
ド
イ
ツ
語
で

「
ダ
ン
ケ
シ
ェ
ー
ン
」、
韓
国
語

「
カ
ム
サ
ハ
ム
ニ
ダ
」、
中
国
語

「
謝
々
」。
よ
く
言
霊
と
言
い
ま

す
が
、
本
当
に
そ
う
だ
と
思
い

ま
す
。
私
の
座
右
の
銘
は
「
あ

り
が
と
う
」
と
「
一
期
一
会
」

で
す
。

　

コ
ロ
ナ
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

時
、沈
丁
花
の
凛
と
し
た
花
が
、

水
仙
に
負
け
な
い
香
り
を
く
れ

ま
し
た
。「
あ
り
が
と
う
」
皆

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け

な
い
よ
。

は
友
を
呼
ぶ
程
度
の
者
と
あ
る

が
？ 

少
し
違
う
か
な
⋮
。「
盟

友
」
と
は
、「
堅
く
誓
い
合
っ

た
同
志
」
と
あ
る
。
う
～
ん
、

新
選
組
で
も
あ
る
ま
い
し
、
堅

く
誓
い
合
う
ほ
ど
大
層
な
者
で

も
な
い
が
、
同
じ
時
代
に
嫁
、

妻
、
母
の
三
役
を
時
に
は
演
じ

つ
つ
泣
い
て
笑
っ
て
、
付
か
ず

離
れ
ず
の
付
き
合
い
を
半
世
紀

を
過
ぎ
た
今
も
続
け
て
い
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
少
し
格
好

を
付
け
さ
せ
て
も
ら
え
ば
、
嫁

社
会
の
戦
友
と
で
も
言
っ
た
と

こ
ろ
か
な
？　

夕
方
ラ
ブ
コ
ー

ル
を
す
る
。

　
「
今
日
は
フ
ル
コ
ー
ス
で
お

い
で
や
。
焼
き
そ
ば
や
で
」 

　
「
よ
っ
し
ゃ
、
分
か
っ
た
～

う
ん
、
こ
の
間
も
焼
き
う
ど
ん

と
違
っ
た
か
？
」

　
「
そ
う
や
っ
た
か
な
あ
⋮
何

か
ご
不
満
な
点
で
も
」

　
「
い
い
え
、
け
っ
こ
う
で
す

よ
、
ス
グ
行
く
わ
」
と
言
っ
て

電
話
が
切
れ
た
（
今
日
も
元
気

そ
う
で
良
か
っ
た
）。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
主
人
と
3

人
で
賑
や
か
な
夕
飯
が
済
む
と

主
人
は
ネ
コ
の
ミ
ー
を
抱
い
て

ド
ア
の
向
こ
う
へ
消
え
て
行
っ

た
。コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
を
終
え
、

9
時
過
ぎ
に
風
呂
上
が
り
の
ポ

カ
ポ
カ
彼
女
を
送
っ
て
外
へ
出

る
と
、
葛
城
山
の
上
に
大
き
な

月
が
出
て
い
た
。「
わ
あ
～
き

れ
い
～
」と
異
口
同
音
。
そ
や
、

今
夜
は
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
や
っ

た
わ
。
ラ
ジ
オ
で
何
度
も
言
っ

て
た
っ
け
⋮
。何
年
か
に
一
度
、

月
が
地
球
に
も
っ
と
も
接
近
し

た
時
に
起
こ
る
現
象
で
、
い
つ

も
よ
り
明
る
く
大
き
い
月
だ
と

か
⋮
。
そ
ん
な
ス
ー
パ
ー
ム
ー

ン
に
照
ら
さ
れ
て
歩
く
彼
女
の

後
ろ
姿
を
見
て
、（
彼
女
少
し

太
っ
た
か
な
？
？　

ス
マ
ー
ト

だ
っ
た
の
に
私
に
近
づ
い
て
き

た
な
、
シ
メ
シ
メ
）
と
ホ
ク
ソ

笑
み
な
が
ら
「
気
を
付
け
て
帰

り
や
あ
～
、ま
た
明
日
な
あ
～
」

と
軽
く
声
を
掛
け
て
お
い
た
。

そ
ん
な
私
の
心
根
を
知
ら
ぬ
が

仏
の
＂
仏
さ
ん
＂。「
あ
り
が
と

う
ー
お
や
す
み
ー
」
と
後
手
を

振
り
な
が
ら
月
に
照
ら
さ
れ
た

れ
ん
げ
畑
の
坂
道
を
上
機
嫌
で

下
っ
て
行
っ
た
（
お
や
す
み
）。

　

も
う
一
度
月
を
見
上
げ
、「
ね

え
～
、
次
の
あ
な
た
に
彼
女
と

2
人
で
ま
た
会
え
る
か
な
あ
」

と
聞
い
て
み
た
。
す
る
と
、
ま

た
会
え
る
わ
よ
、
と
言
っ
て
月

の
光
が
少
し
明
る
く
な
っ
た
。

な
あ
ん
て
、
そ
ん
な
訳
な
い
か

⋮
。
そ
う
、
先
の
こ
と
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
？　

も
う
少
し
だ

け
人
生
を
楽
し
み
ま
す
か
⋮
。

だ
っ
て
、
私
ま
だ
老
花
盛
り
な

ん
で
す
も
の
ね
え
～
。

山
﨑　

幸
子

佐
備
老
人
ク
ラ
ブ

大
村
美
智
子

大
伴
老
人
会

ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン

座
右
の
銘
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会
員
の
皆
様
か
ら
本
紙
へ
の
原

稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
報
告
、
体
験
談
、
随
想
や

紀
行
文
、
ま
た
詩
・
短
歌
・
俳
句
・

川
柳
な
ど
の
文
芸
作
品
な
ど
を
、

下
記
の
宛
先
ま
で
お
気
軽
に
ご
投

稿
く
だ
さ
い
。

◆
原
稿
の
注
意
点

　

原
稿
に
は
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
所
属
単
位
ク
ラ
ブ
名
を
明

記
の
上
、
関
連
写
真
や
資
料
な
ど

が
あ
れ
ば
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
紙
面
に
限
り
が
あ
る
た

め
、
文
章
の
場
合
は
８
０
０
字
ま

で
、
俳
句
・
短
歌
類
は
1
人
3
句

ま
で
を
目
途
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
原
稿
は
返
却
で
き
ま
せ

ん
。
編
集
の
都
合
上
、
多
少
の
修

正
や
長
文
な
ど
は
カ
ッ
ト
す
る
場

合
が
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

◆
原
稿
締
切

　

次
号
61
号
は
来
年
2
月
発
行
の

た
め
、
原
稿
締
切
は
令
和
3
年
1

月
10
日
で
す
。

◆
投
稿
先

　

〒
５
４
７
︱

０
０
２
６

　

大
阪
市
平
野
区
喜
連
西

　

４
︱

６
︱

69　

㈱
博
報
社

　
「
す
こ
や
か
老
友
」
編
集
係

☎
０
６
︱

６
７
９
７
︱

０
３
８
１

　本紙の発行に際しましてご協賛いただきました方々に厚く御礼申
し上げます。本紙は会員の生きがい向上、交流のためにさらに内容
の充実に励んでまいります。どうかこの趣旨にご賛同いただき、今
後も倍旧のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

ご協賛いただいた皆さまへの御礼

　令和 2 年 6 月 22 日㈪、10 時から錦
寿荘にて錦寿いきいきクラブ女性部年
間事業計画の一環で、新型コロナウイル

スの自粛の中で 3 密に
ならないように広くあ
け、マスクを付けて、
久保多鶴子さんの指導のもとアレンジメン
トフラワー教室を開催しました。

　お花は各会員様・役員様のお庭の花をたくさん提供して頂
くことができました。女性部 12 名のうち 10 名参加で 2 名
欠席でしたが、手も口もしっかり動かし、「自分の花が最高」
と和気あいあいの中アッと言うまの楽しい 2 時間でした。
　出来上がった花を胸に抱えて持ち帰り、欠席者 2 名には
お花を届けました。皆様にはたくさんのお花を提供していた
だき、ありがとうございました。　　（女性部　坂本寿千代）

錦寿
いきいき
クラブ

□ 毎朝「体温測定」と「健康チェック」。かぜ症状があると
きは無理せず休みましょう。

□こまめに「手洗い」や「手指消毒」。
□ 定期的な「換気」。2 方向以上の窓を開けたり換気扇を利

用したりしましょう。
□ 「身体的距離」を確保。人の混み合う場所や時間帯を避け、

人との間隔は 2 メートル。
□「マスク」と「咳エチケット」で不安を軽減。

新しい生活様式の基本

□ 6 か月間で体重が
　 2 ～ 3 ㎏減った
□疲れやすくなった
□筋力（握力）が低下した
□歩くのが遅くなった
□身体の活動量が減った

1-2 項目あてはまる人：プレフレイル（フレイルの前段階）
3 項目以上あてはまる人：フレイルの疑いあり

フレイルチェックをしてみよう

食欲、栄養状態 低下

筋力・体力・判断力外出の機会、活動量 低下低下

悪循環

　新型コロナウイルス感染症は、高齢者や喫煙者、また糖
尿病や高血圧、心臓病、呼吸器疾患などの持病のある人は
重症化しやすいため注意が必要な病気です。
　ただ、感染を防ぐために外出をしないで家にこもるなど、
生活が不活発になると、心と体がフレイル（虚弱）の状態
になり、要介護状態や寝たきりにつながりやすくなります。
　感染から身を守りながら、フレイルにならないように意
識し、元気に生活を送りましょう。

私たちは、富田林市老人クラブ連合会の活動を応援しています


